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研究成果の概要（和文）：本研究では主に以下の２点に関して研究を行った。第一に、ケープ・ヴェルディアンクリオ
ールの言語データを収集し、分析することにより、ヒトの脳内に備わる統語知識の中でも、特に併合操作の仕組みに関
して、多角的に検証を行った。第二に、統語操作によって構築された統語表示が、インターフェイスへと送られる際に
適用される、転送操作の仕組みに関しても検証を行った。主節、補部及び付加部、それぞれの転送を詳しく見ることに
より、転送操作は、統語表示を非可視的にするだけの「弱い」操作である可能性を指摘し、ラベル付けの観点からもこ
の立場が支持されることを主張した。

研究成果の概要（英文）：This research project mainly focused on [1] how the human language faculty, especi
ally syntactic knowledge, is organized, and [2] how syntactic representations constructed in narrow syntax
 are sent to the interfaces by the Transfer operation. With respect to [1], I examined mechanisms of the M
erge operation from a crosslinguistic point of view, which is one of the structure-building operations, by
 collecting and analyzing the data from Cape Verdean Creole. Regarding [2], I suggested that the Transfer 
operation is in fact applied "weakly". In other words, Transfer renders syntactic representations invisibl
e to further operations in narrow syntax and does not omit them completely from narrow syntax. I also show
ed that this claim is supported in terms of labeling.
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１．研究開始当初の背景 
人間の子供は、生後 5 年以内には、大人と

同様の文法知識を獲得すると考えられてい
る。大人の外国語学習が、何年費やしても、
最終的な成果が、母語話者との間に大きな隔
たりがあることを考えると、たった 5 年で、
幼い子供が、大人と同様の文法知識を身に付
けるという事実は、実に驚くべきことである。
しかも、この母語獲得は、民族や人種とは無
関係に、人間であれば（特定の障害がない限
り）誰しも成し遂げることが可能である。こ
のような事実に関して言語学者 Noam 
Chomskyは 1957年Syntactic Structuresに
おいて、人は「普遍文法」と呼ばれる言語に
関する能力を、生得的に持っており、この能
力を使用することによって、子供は短期間に
母語を獲得することが可能になると主張し
ている。これが、Chomsky の提唱する「生
成文法理論」である。生成文法理論に基づく
研究では、人に生得的に備わる普遍文法の仕
組みを明らかにすることを最終目標として
いる。記憶や思考等と同様に、人の認知シス
テムの一部を成す「言語」システムの解明を
目指すこの研究分野は、認知科学の一分野と
して位置づけられている。1957 年から現在
までの約 50 年の間に、アメリカを中心とし
て、世界中で盛んに研究が行われており、現
在では、複数の国際学会が毎年開催されてい
る。当初は言語学者による理論研究が主に行
われていたが、現在では、その理論研究の成
果が、心理学や脳科学等の実験的手法を用い
ることにより検証されており、学際的研究が
非常に活発な研究分野でもある。 
 
２．研究の目的 
人間は、通常、少なくとも１つの言語の母

語話者となる。日常、無意識のうちに使用し
ている母語だが、実は、１つの文を発話する
為に、脳は、「文の構築」等の非常に複雑な
文法の計算・操作を、瞬時にかつ正確に行う
必要がある。外国語として身に付けた言語と
比較すれば、母語における（文生成の）計算
がいかに速くまた正確かがよくわかる。つま
り、私達の脳には、母語を自由に操ることを
可能にする「能力」が生得的に備わっている
と考えられる。以上の議論を踏まえた上で、
本研究は以下の２点を目的として行う。 

(1) 多様な言語データを収集し、その文構
造の規則性を記述・分析することで、脳に備
わっている「文を構築する能力」の仕組みを
明らかにすること。 

(2) また、構築された文構造が「意味（部
門）」及び「音声（部門）」での計算・操作と、
どのように結び付けられるのかを明らかに
すること。 
 以上の２点を中心に研究を行うことで、ヒ
トの脳内に備わる言語に関する能力を多角
的に検証し、最終的にはそのメカニズムの解
明を目指す。 
 

３．研究の方法 
研究目的(1)に関して 

ケープ・ベルディアンクリオール（以下
CVC）の言語データを「移動現象」を中心に
収集し、その規則性を記述・分析・他言語（英
語等）と比較することで、生成文法理論を検
証する。 
 
研究目的(2)に関して 
構築された文構造を「意味（部門）」及び

「音声（部門）」での計算・操作に結び付け
る「転送」操作の特性を英語の移動現象のデ
ータを中心に検討することで、解明する。 
 
上記 2 点共に、移動現象を中心に考察し、

【1】では CVC や英語という個別言語の規則
性に注目し、言語データから理論を検証する
ボトムアップ式研究を行うのに対し、【2】で
は、「フェイズに基づく派生的アプローチ」
に基づき、言語システム全体がどのように機
能しているのか、理論から言語データを考察
するトップダウン式研究を行う。このように
２方向から生成文法理論を検証することは、
理論の問題点や修正点を見つけ出す上で非
常に有益であり、その研究成果は、生成文法
理論の進展に貢献するものであると考えら
れる。 
 
４．研究成果 
研究目的(1)に関して 

主に 2012 年度に以下の研究を行った。
Chomsky (2005)では、派生における制約は
言語演算を含む（認知システム内の）全ての
演算に対して一様に適用されるものであり、
よって言語専用のパラメタ―を設定するこ
とは出来ないとしている。言語演算で適用さ
れる操作には併合、一致、転送などがあるが、
これらの操作がどのような順序で適用され、
順序の違いにより、個別言語間の違いを、パ
ラメタ―に訴えることなく、説明することが
できるか、可能性を追求した。 
 特に注目した言語データは英語とバンツ
ー系言語のキレガ語の WH 疑問文、CVC と
ハイチクリオール語における WH 疑問文と
補文化辞の振る舞いの関係である。 
 英語では移動している疑問詞がどのよう
な要素であろうと、T は主語との間で一致を
行う。一方、キレガ語では、主節 T は移動し
ている疑問詞と一致を行う。つまり、T の一
致相手は目的語である場合もあり、必ずしも
主語と一致を行うわけではないという違い
が存在する。このような個別言語間差異に対
して、本研究では「両言語とも同一の制約に
従うが、制約の適用順序が異なる」と主張し
た。具体的には、英語では①C から T への素
性継承→②T と主語との一致→③WH 移動→
④転送という順序で適用されるのに対し、キ
レガ語では、①WH 移動→②C から T への素
性継承→③TとWHの一致→④転送という順
序で適用されると考えられる。 



 更に上述の研究成果を CVC とハイチクリ
オール語の WH 疑問文の言語間差異へ発展
させ、本主張をより強化した。 
パラメタ―に訴えることなく個別言語間

の違いを説明する方法として、「制約の適用
順序」という可能性があることを経験的に実
証したことで、ヒトの言語演算の一特性を明
らかにすることが出来たと考えられる。 
 
研究目的(2)に関して 
主に 2013 年度に以下の研究を行った。統語
派生の中で構築された統語表示は、インター
フェイスへと送られ音声や意味の計算が行
われる。この送るための操作が転送であるが、
転送の強さには依然として疑問が残ってい
る。転送操作が強いものであるなら、インタ
ーフェイスへ統語表示が送られた後は、統語
論内には表示は一切残らず、完全に削除され
ることになる。一方、弱い操作であるなら、
転送はある種の「コピー」の作業であり、転
送後もコピーのオリジナルが統語論内部に
残存することになる。この２つの可能性を検
証する為に、派生の過程でフェイズ全体が転
送を受けるケース（主節や付加部）に注目し
た。結果として、弱い転送操作が支持される
という結論が得られた。 
 更に、上でフェイズ全体が転送されるケー
スとして挙げた主節と付加部は補文とは意
味解釈おいても異なる振る舞いをする可能
性があることを指摘した。Miyagawa (2010)
などで議論されている数量詞解釈の現象に
基づき、数量詞と否定とのスコープ関係を検
証していくと、特定の解釈が補部では得られ
るが、主節と付加部では得られないという結
果が得られた。この現象に対して、現時点で
は理論的説明を与える段階にまでは到達し
ておらず、事実の指摘のみにとどまっている。
しかし、前段落で述べた転送操作においても
主節・付加部と補部との間の違いは明らかに
なっており、何らかの関係があるものと考え
られる。詳細な研究は今後の課題であり、転
送操作のメカニズムの解明へとつながる可
能性を十分に秘めていると思われる。 
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